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鎌田安里紗（Arisa Kamada）

「多様で、健康的なファッション産業に」をビジョンに掲げ
る一般社団法人unistepsの共同代表理事をつとめ、衣服の生
産から廃棄の過程で、自然環境や社会への影響に目を向ける
ことを促す企画を幅広く展開。種から綿を育てて服をつくる
「服のたね」など。慶應義塾大学大学院政策・メディア研究
科後期博士課程修了。博士（政策・メディア）。 

消費者庁「中高生のサステナブルファッション習慣促進のための教材検討会」委員 
経済産業省「これからのファッションを考える研究会」委員 
経済産業省「繊維製品における資源循環システム検討会」委員　など。



企業・行政との取組

生活者との取組クリエイターとの取組

Shift Cアドバイザー

ジャパンサステナブルファッションアライアンス（JSFA）事務局

生産と廃棄の現場を巡るフィールドトリップ
FASHION REVOLUTION 日本事務局

FASHION FRONTIER PROGRAM 事務局





ケニアの古着輸入の現状 

・2021年の1年間で、ケニアに輸入された古着は9億着以上と推定されてい
る。※1 

・中国/パキスタン/カナダ/イギリス/アメリカが上位輸出国であり、そのほ
かヨーロッパ諸国や中東圏とも多くの取引がある。※2 

・ケニアに輸入される古着の大半は、ケニア沿岸のモンバサにコンテナで運
ばれてくる。そのコンテナの多くは、ナイロビに運ばれ、スワヒリ語でミト
ゥンバと呼ばれる、古着が圧縮された塊の状態で売買される。 

・ミトゥンバを仕入れる事業者は、購入後まで中身を見ることはできない。
中には、文化的・気候的にケニアで販売が難しいもの、サイズが極端に小さ
いもの、修理不可能なほど傷んでいたり汚れているものなどが含まれてお
り、20～50％は販売不可能なものであると報告されている。※1 

・10年ほど前は、ミトゥンバの中の5～6割がそのまま販売可能な品質であっ
たが、近年は2～3割とも言われている。そのほかは直して販売する、ウエス
事業者に低価格で販売する、もしくはそのまま廃棄になる。

1) Changing Markets Foundation: Trashion :The stealth export of waste plastic clothes to Kenya(2023) 
2) Institute of Economic Affairs: The State of Second-Hand Clothes and Footwear Trade in Kenya (2021)





ナイロビ市内の古着市場 

・劣化の進んだTシャツや靴下などは、5～50シリング、一般的なT
シャツやパンツは50～200シリング、状態の良いデニムやスニーカ
ーなどは1,500～5,000シリング程度で販売されている（1シリング1
円程度）。 

・マーケット内には所狭しにミシンが並ぶエリアがあり、そのまま
では販売不能と判断された服のリペアが行われている。 

・痛みの補修だけでなく、大人サイズの服を子供サイズに変更する
お直しも多い。子供服は回転が早いためよく売れるという。 

・切り落とされた生地はそのまま地面に捨てられていくため、常時
数十センチ～1メートルほどの端切れが積み重なっている。 

・リペアをしても販売不能と判断された衣類は、マーケット内の一
角にある倉庫のような場所に集められ、ウエス事業者に販売され
る。倉庫内には、人の身長を優に超える高さまで、古着が積み重な
っている。











プラスチック汚染への懸念 

・マーケットの中央には川が流れており、端切れや販売不能と判断さ
れた服がなだれ込んでいる。 

・チェンジング・マーケット財団によると、ケニアに輸入される古着
の3着に1着は、ポリエステル等石油由来の素材で構成されている。そ
うした衣類や端切れが流れ込むことによる、ナイロビ川や海洋のプラ
スチック汚染や、埋立地での自然発火による大気汚染及び近隣住民へ
の健康被害が懸念されている。 

・ケニアでは、医療廃棄物などの一部のゴミを除いて焼却処理は行わ
れず、ナイロビ市内のゴミは全てダンドラと呼ばれる場所に埋め立て
られる。 

・マーケットの地面に積み重なった端切れも、定期的にトラックが回
収してここに運ばれる。ダンドラを歩くと、使い古されたものから真
新しいものまで、衣類や履物、端切れなどを多く発見することができ
る。 
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出典：環境省サステナブルファッションウェブサイト
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令和７年度「持続可能で循環型であるファッションに関する検討会」第1回資料3



繊維・ファッション製品の資源循環が求められる背景

■海外市場における競争力の維持

■繊維・ファッション製品のライフサイクルにおけるネガティブインパクトの低減

今後需要拡大が見込まれる海外市場においても競争力を維持・確保していくためには、本格化する欧州等の制度設計に
対応していく必要がある。 
・持続可能な循環型繊維戦略（2022年3月発表） 
・エコデザイン規則（2024年7月施行） 
・循環型繊維・ファッションに関するＧ７アジェンダ（2024年12月策定） 
・拡大生産者責任に関するルール制定 
・ウルトラ・ファストファッション対策を目的とした法案

繊維・ファッション製品の原材料調達・製造・使用・廃棄の過程では多くの温室効果ガスが排出される。化学物質の
使用や水資源の消費、生物多様性の影響等も懸念されている。 
・日本に供給される衣服の製造工程で排出されるCO2は95百万トン（推計） 
・水資源の消費量は83.8億㎥（推計） 
・一着に換算すると、CO2は約25.5kg（500mlのペットボトル約255本製造分） 
・水は約2300L（浴槽約11杯分） 
・「大量生産・大量消費・大量廃棄」の一方通行（リニア）型から、「適量生産・適量購入・循環利用」により、廃
棄される衣服が少なくなる循環(サーキュラー)型への転換が求められる



環境省「令和６年度循環型ファッションの推進方策に関する調査業務」報告書



繊維製品における資源循環システム検討会 報告書


